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水中で自由に挙動しえる両親媒性高分子
を錯体触媒に導入し、
また有機化学反応を司る触媒活性中心近
傍に疎水性反応キャビティーを構築し、
完全水系メディア中での遷移金属錯体触
媒反応を実施する。
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マトリックス内に分散調製された正四面体型
ナノ金属触媒の透過電子顕微鏡像
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